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1.課題

国際商品の価格が激しく変動することを防ぐために，

生産国と消費国が，生産数量，販売数量，安定価格帯

や価格操作のための在摩量などについて結ぶ国際協定

は国際商品協定と呼ばれており たとえぽ国際酪農品

理事会(IDC)，国際小麦理事会(IWC)，国際砂糖

機関 (ISC)，国際スズ理事会(JTC)，国際コーヒ一

機関(ICO)，国際ココア機関(ICCO)などで締結さ

れる国際商品協定がある.これらの国際商品協定にお

ける販売数量の調整手段のーっとして輸出割当 (Ex-

port Quota)制度が知られている(ICOに関しては

村田， 1996，第 3章を参照).また石油輸出国機構

(OPEC)に代表される一次産品生産国同盟における

販売数量の主要な調整手段は生産数量制限(生産調整)

であり，国際商品協定においても，生産数量の制限が

販売数量の有効な調整手段であることは言うまでもな

い.さらに，輸出価格(生産者販売価格)の直接的な

調整手段として，国際酪農品協定にみられるような，

加盟国間で最低輸出価格を設定する最低輸出価格制度

が知られている.

庄野・川口 (1999a，b) は，完全競争市場及び寡

占市場下の関税割当制度や複合税を導入したより現実

的かつ実践的な国際貿易の空間均衡モデルを提示した.

しかし国際商品協定や生産国同盟(カルテル)におけ

る販売数量の調整や輸出価格の調整，特に輸出割当と

最低輸出価格制度は考慮されていなかった.生産調整

は上述のモデルで考慮することができるので，本稿で

は上述のモデルを一般化し，輸出割当と最低輸出価格

制度を考慮しうる国際貿易空間均衡モデルの展開を試

みる.ただし，輸出割当に関しては，簡単のため一国

の輸出量の総計がその国への輸出割当量を超えないも

のとしてモデルの展開を行い 最低輸出価格制度の導

入に関しては，完全競争市場モデルの場合についてだ

け第 8節で説明する.また寡占市場モデルでは， 1国

1産地(企業)の場合だけでなく 1国複数産地(企業)

の場合も考慮しうるよう上述のモデルの一般化を試み

る.なお，東京ラウンド諸合意のーっとして作成され，

これまでダンピング輸出の抑止の役割を担ってきた国

際酪農品協定は，ウルグアイ・ラウンド合意以降その

意義が薄らぎ， WTOによって1999年末を目処に廃止

されることとなっている.
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2.表記法とモデル

本稿では n(n孟2)国間の国際貿易空間均衡モデル

を考え，次のような表記法を用いることとする.特に

断らない限り i，は 1から nまでの任意の整数を意

味するものとする.

(a)関税割当制度に対応して，各国の市場を制度上の

観点から，第 l次税率市場と第 2次税率市場に区分

して考える.

(b)第j国の第 1次税率市場の輸入限度枠であるカレ

ントアクセス量を CAjで表し，第 i国から第 j国

への輸出に対して課せられる第j国の複合税を表2-

1のような記号で表す.言うまでもなく従価税は輸

入価格に一定の比率(従価税率)を乗じて算定され，

従量税は輸入数量に単位数量当たり一定の金額(従

量税率)を乗じて算定される.なお，複合税を図示

表 2-1 第i固からの輸入に対する第j国の複合税

i 第1次税率市場| 第2次税率市場

従価税率

従量税率 唱。

α1J aij 

sij 

関税率

実線.従価税率

点線:従量税率 b， 

β幅

a， 

a， 

CA， 第J国の輸入量

図 2-1 第j国の複合税

j主)実線および点線で示す税率の水準は各国様キ

であり，基本的には α討三五aij. 13 ij ~毛 bij なる関

係が成立するだけである.図の α1Jとi3ijの大

小関係には特に意味はない. (aijとbijも同様)

すると図 2-1のようになり，通常的豆aij，sij三玉bij

なる関係が成立する.

(c)第i国の国内供給も形式上 第i国から第 i国の

第 1次税率市場への輸出とみなし， αii= sii=Oと

する.ただし，囲内供給は輸入数量としては考慮さ

れないものとする.また形式的な整合性を維持する

ため aiiとbiiは輸入禁止的な大きな値であるものと

する.

(d)各国間の貿易数量を表2-2のような記号で表す.

ここで，形式上第 i固から第 i国の第 2次税率市場

への供給量を表す Xsiiなる記号を導入しているが，

Xsii三 Oである.また Dj=Dlj+D2jなる記号を導入

し，第 i国の供給量を Si，第 j国の需要量を Djで

表すこととする.

(e)第i国の産地価格を PSi，第 j固における市場価

格を PDj，第 i固から第 j国への単位輸送費を Tij，

第i固から第 j国への輸出に関する単位保険料を Lj

で表す.また第 i国における線形の供給関数を

8i=-μi+干JpS;)，(通常μi>O，ヲ i>O)

線形の逆供給関数を

PSi=(μ jザi)+ (1/ヲ i)8i

で表す.なお寡占市場モデルの場合には第 i国の産

地限界費用を PSiで表し， I供給関数」を「逆限界

費用関数」と読みかえ， I逆供給関数Jを「限界費

用関数」と読みかえるものとする.

さらに，第 j固における線形の需要関数を

Dj= Y j-A jPDj， (通常γj>O， ん>0)

線形の逆需要関数を

PDj=(γ/ A j)一0/A j)Dj 

表 2-2 各国聞の貿易量および需給量

ι思;!? 1 2 '" n 1 2 ... n 
合計

第1次税率市場 第2次税率市場

1 Xl1 X12 …Xln XSll XS12 …XSln 81 

2 X21 X22 …X2n XS21 XS22 …XS2n 82 

n Xnl Xn2 …Xnn XSnl XSn2 …XSnn 8n 

合計 Dl1 D12 …Dln D21 D22 D2n 
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で表す.

(f)第 j国の第1次税率市場で商品を有利に販売する

権利のシャドウプライスを SPjで表す.

(g)第i国の輸出割当量を ELで，また第 i国におけ

る輸出する権利のシャドウプライスを ESPiで去す.

3.モデルへの関税導入の基本原理

現実の複雑な関税と輸出割当を国際貿易の空間均衡

モデルへ導入するために本稿で利用した基本原理は次

の二つである.第一に 第1次税率市場で商品を有利

に販売する権利および輸出する権利のシャドウプライ

スを導入し，輸入限度枠のある第 1次税率市場への輸

出を悶内供給や輸入限度枠のない第 2次税率市場への

輸出と同じ限界概念で分析しうるようにしたことであ

る.第二に，関税と輸出割当を導入した国際貿易の空

間均衡モデルの均衡条件を線形相補性問題 (Linear

Complementarity Problem :以後 LCPと略記)

として定式化し均衡解を求めるようにしたことである.

というのは伝統的な空間均衡モデルの場合のように，

均衡条件を何らかの最大化問題の最適条件とみなして

均衡解を求めることはできないからである.なお，制

度上の観点から各国内の市場を第 1次税率市場と第 2

次税率市場に区分したが各国の消費者にとっては両

市場の商品は全く同じものであり，価格形成に関して

イ可ら区別されることはない.

本稿で利用した基本原理を一般論として抽象的にこ

れ以上詳しく説明しても得るところが少ないので，関

税と輸出割当および最低輸出価格を導入した国際貿易

の空間均衡モデルを具体的に展開する中で，基本原理

についても補足的な説明を加えることとする.

4. 完全競争市場におけるモデルの展開

ここでは国際市場が完全競争市場である場合の関税

割当制度と複合税，そして輸出割当を導入した国際貿

易の空間均衡モデルの構成の仕方を明らかにする.た

だし従価税は輸入品の CIF価格(運賃，保険料込み

の輸入国の港受渡価格)を基準とし，その CIF価格

に従価税率を乗じて算定されるものとする.また説明

を簡潔にするために， n=3の場合について説明する

が，このことによって説明の一般性が失われることは

ない.この場合表 2-2は表 4-}のように簡潔に表さ

れる.以下述べる均衡条件は，生産者と消費者が市場

価格を与件とし price-takerとして行動する場合，つ

まり完全競争市場の場合の均衡条件であり，各国がど

の市場にどれだけ出荷し 各市場でどのような価格形

成がなされるかを静学的に分析するためのものである.

これらの均衡条件を同時にすべて満たす諸変数の値を

求めることによって静学的市場均衡の状態を明らかに

することができる.

(a)第j固における市場価格 PDj

第j国の需要量は第 j国を含む全ての固からの第

J国への出荷量の合計を超えることはなく，その市

場価格 PDjが正である限り両者は等しく，両者が

異なるのは PDjがゼロの時だけである.

γj-AjPDj三五Xlj+X2j+ X3j+ XSlj+ XS2j十XS3j

(j=l， 2， 3) 

(-Yj+λjPDj十Xlj十X2j十X3j+ XSlj + XS2j 

+ XS3j) PDj=O 

(b)第i固における産地価格 PSi

第i固から全ての市場への出荷量の合計は第 i国

における供給量を超えることはなく，産地価格 PSi

が正である限り両者は等しく，両者が異なるのは

PSiがゼロの時だけである.

Xil + Xi2+ Xi3 + XSil十XSi2+XSi3三五 μi+ マiPSi

(i=1， 2， 3) 

(-μi+ワェPSi-Xi1 - Xi2-Xi3-XSil-XSi2 

-XSi3)PSi=O 

表4-1 各国間の貿易量および需給量 (n=3)

ιP;!? 1 2 3 1 2 3 
合計

第1次税率市場 第2次税率市場

1 Xll X12 X13 XSll XS12 XS13 81 
2 X21 X22 X23 XS21 XS22 XS23 82 
3 X31 X32 X33 XS31 XS32 XS33 83 

合計 Dll D12 D13 D21 D22 D23 
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(c)第i固から第j国の第 l次税率市場への出荷量 Xij

(カレントアクセス量 CAjが設定された市場への出

荷量)

第 j国の市場価格 PDjから複合税 /3ij十 αij(PSi

十Tij十Lj). 単位輸送費 Tij.単位保険料Ljおよびシャ

ドウプライス SPj(i宇j)および ESPi(i宇j)を差し

ヲ|いた値，つまり当該市場へ出荷する場合の第 i国

の限界収入が，産地価格を超えることはなく，限界

収入が産地価格より小さいならばXijはゼロであり，

Xijが正となるのは両者が等しい場合である. この

ことを計算に好都合な形の数式で表すと次のように

なる.なお. I=Jの時にはシャドウプライス SPj

もESPiもゼ、ロであり これらの項はないものとす

る.

PD/(l十 αij)-PSi-SP/(1 +αリ)

-ESPj(l +αij)壬Tij+Lj-ト/3i/(1十 αij)

[TijートLj+;5i/(1+ αiJ)-PD/(l+ α心+PSi

十SP/O十 αij)+ ESPj(1 +αiJ)]Xij=O 

(j=l， 2. 3 i=l， 2， 3) 

(d)第 i固から第 J国の第 2次税率市場への出荷量

XSij 

第j国の市場価格 PDjから複合税 bij十aij (PSi 

+Tij+ Lj)，単位輸送費 Tij，単位保険料Iijおよびシャ

ドウプライス ESPi(i手j)を差し号|いた値，つま

り当該市場へ出荷する場合の第 i国の限界収入が，

産地価格を超えることはなく 限界収入が産地価格

より小さいならば XSijはゼロであり XSijが正と

なるのは両者が等しい場合である.このことを計算

に好都合な形の数式で表すと次のようになる.ただ

しi=jの時には ESPiはゼロであり，この項はな

いものとする.

PD/(l十品j)-PSi-ESpj(l +aρ 

壬Tij+Lj→-bi/(l +aρ 

[Tij十Lj+bi/(l +aij) -PD/(1 +aij) + PSi 

+ ESP/( 1 + aij) ]XSij二 O

(j二 1，2， 3 i=l， 2， 3) 

(e)シャドウプライス SPj

第j国の第 l次税率市場への全輸入量は当該市場

におけるカレントアクセス量 CAjを超えることは

なく，全輸入量がカレントアクセス量よりも小さい

ならば当該市場での販売権のシャドウプライス SPj

はゼロであり， SPjが正となるのは両者が等しい場

合だけである.

Xlj十X2jートX3j-Xjj亘CAj (j=l， 2， 3) 

(CAj-Xlj-X2j-X3j+ XjJ)SPj二 O

(f)シャドウプライス ESPi

第i国の輸出量はその輸出割当量 ELを超える

ことはなく，輸出量が輸出劃当量よりも小さいなら

ばシャドウプライス ESPiはゼロであり， ESPiが

正となるのは両者が等しい場合だけである.

Xil+Xi2十Xi3十XSil+XSi2十XSi3一 (Xii十XSii)

三玉EL (i=l， 2， 3) 

[ELi -Xil-Xi2-Xi3-XSi1-XSi2-XSi3 

+(Xii十XSii)]ESPi =0 

以上説明したように完全競争市場における均衡条件

は30組の等式と不等式で表される.これらの30個の不

等式のそれぞれにスラック変数を導入すると，均衡条

件は次のように変形される.なお，スラック変数を含

むすべての変数は非負であるものとする.

第J固における市場価格 PDj

( 1 ) Vl= -Y1+ AIPDl十Xu+ X21 + X31 + XSll 

+XS21十XS31

PDIVl=O 

( 2) V2= -Y2+ A2PD2+ X12+ X22十X32+XS12 

+XS22+XS32 

PD2V2=0 

( 3) V3= -Y3+ A3PD3+ X13+ X23+ X33+ XS13 

+ XS23+ XS33 

PD3V3=0 

第 i国における産地価格 PSi

(4) Vl=-μl十マlPSl-X1l-X12-X13-XSll 

-XS12-XS13 

PSIVl二 O

( 5) V2=-μ2+マ2PS2-X21 -X22 -X23 -XS21 

XS22-XS23 

PS2V2=0 

(6) V3=-μ3+ザ3PS3-X31-X32-X33-XS31 

-XS32-XS33 

PS3V3ニ O

第 i固から第 j国の第 1次税率市場への出荷量 Xij

(7) Yl1=Tll+I1l+ sll/(1+αll)-PDd(l 

+αll) + PSl 

Xl1Yl1=O 

(8) Y21=T21+b+ s2d(1+α21)-PDI!(1 
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LCPとして定式化された均衡条件(輸出割当がある場合)表 4-2
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+α21) + PS2十SPI!(l+α21) + ESPz/(l +α2l) 

X21Y21=0 

(9) Y31=T31+b+ s3I!(1十 α31)-PDd(1

+α31) + PS3+SPd(1 +α31) + ESP3/( 1 +α3d 

X31Y31=0 

(10) Y12=TI2+112十 /312/(1+α12)-PDz/(1 

十 α12)十PS1十SPz/(1+αd十ESPI!(l+α12) 

X12Y12ニ O

(11) Y 22= T22+ 122十 /122/(1十 α22)-PDz/(1 

十 α22)+ PS2 

X22Y22二 O

(12) Y32=T32+ 132十 /3321(1十 α32)-PDz/(l 

+α32)十PS3+SPz/(1+α32) + ESP3/( 1 +α32) 

X32Y32=0 

(13) Y13=T13十113+/313/(1 +α13) -PD3/(1 

+α13) + PSl +SP3/(1 +α13) + ESPI!(l +α13) 

X13Y13=0 

(14) Y23=T23+b+ (J'23/(1十 αn)-PD3/(1

+α23) + PS2+SP3/(1 +α23) + ESPz/(1 +α23) 

X23 Y23=0. 

(15) Y33=T33+133+ s33/(1+α33) -PD3/(1 

+α33) + PS3 

X33Y33=0 

第 i国から第j国の第 2次税率市場への出荷量 XSij

(16) YS1I=Tl1+1l1+bll/(1+all)-PDI!(1 

+all) + PSl 

XSl1Y Sl1 =0 

(17) YS21=T21 + b + b21/(l +a21) -PD1/(1 

十a21)+ PS2+ ESPz/(1 +a21) 

XS21YS21=0 

(18) YS31=T31十b十b3d(1+a3d -PDl/(1 

十a31)+ PS3十ESP3/(1+a31) 

XS31YS31=0 

(19) YS12二 T12+112十bl2!(l+aI2) -PD2/(1 

十a12)+ PSl + ESPI!( 1 + a12) 

XS12YS12二 O

(20) Y S22=T22+ 122+ b22/(1 +a22) -PD2!(l 

十a22)十PS2

XS22YS22=0 

(21) Y S32 = T 32 + Iaz十b32/(1+a32) -PDZ/(1 

+ a32) + PS3+ ESP3/(1 + a32) 

XS32YS32ニ O

(22) Y SI3=TI3+ 113+ b13/(1 +aI3) -PD3/(1 

+aI3) + PSl + ESP1/(1 +a13) 

XSI3YSI3=0 

(23) Y S23=T23+ b+  b23/(1 + a23) -PD3/(1 

+a23) + PS2+ ESP2/(1 +a23) 

XS23YS23=0 

(24) YS33=T33+h3十b33/(1+ a33) -PD3/( 1 

+a33) + PS3 

XS33Y S33=0 

シャドウプライス SPj

(25) ZI=CA1-X21-X31 

SPIZl =0 

(26) Z2=CA2-X12-X32 

SP2Z2=0 

(27) Z3=CA3-X13-X23 

SP3Z3=O 

シャドウプライス ESPi

(28) EZl = ELl -X12 -X13 -XS12 -XS13 

ESPIEZ1=O 

(29) EZ2 = EL2 -X21 -X23 -XS21-XS23 

ESP2EZ2=0 

(30) EZ3 = EL3 -X31 -X32 -XS31 -XS32 

ESP3EZ3=0 

なお，既に述べたように Xll，X22， X33などの囲内

供給に対する課税は実際にはあり得ないので，通常は

α11=α22=α33 = 0， s 11 = s 22二 s33=0である.また

第 j国の第 1次税率市場における関税が我が国の場合

のように従価税だけであれば/1ij=0となる.

以上の(1)式からは0)式までの条件を表 4-2に示

すような行列およびベクトル記号を用いて表すと，均

衡解を求める問題は W-AP=Bおよび wTp=oを

満たす変数列ベクトル Pを求める問題，つまり線形

相補性問題として定式化することができる.したがっ

て，表4-2に示す線形相補性問題を解けば均衡解が

f尋られる.

5.完全競争市場モデルの適用例

ここで次に示すような Hashimoto(1985)の数値

例を用い，上述のモデルの均衡解を求めることとする.

各国の需要関数および逆需要関数

Dl=γ1-A.IPD1=16-PDl 

PD1=( Y I! A 1)一 (1/A I)Dl =16-Dl 

D2=γ2-A 2PD2=24-2PD2 
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PD2=(γ2/ A 2) -(1/ A 2)D2=12-0.5D2 

D3=γ3-A 3PD3=96-4PD3 

PD3=(γ3/ A 3) -(1/ A 3)D3=24-0.25D3 

各国の供給関数および逆供給関数

SI=-μ1+マlPSl= -1 +0.5PSl 

PS1=(μ d干1)+ 0/マI)SI=2+2S1

S2二一μ2十干 2PS2=-4十4PS2

PS2=(μd干2)+ 0/ヲ2)S2=1 +0.25S2 

S3=-μ3+マ3PS3二一3+2PS3

PS3=(μ3/7J 3) + 0/マ3)S3=1.5+0.5S3 

ij固聞の単位輸送費

[T T12T川 10 1 3 

T21 T22 T23 1 1 1 0 2 

T31 T32 T33J L3 2 0 

ij国聞の単位保険料

[I112I3|[0001 
b b 123 1 = 1 0 0 0 

Iat bz 133 1 1 0 0 0 

lJ国聞における第 1次税率

α11 α12 
削 |10001025j

α21 α22 α231 = 10.2 0.0 0.25 

α31 α32 α3d L 0 . 2 0.1 0 . 0 

ββj[ooii  /321 s22 /3231 10 0 

s31 /332 ，'133J LO 0 

lJ国聞における第2次税率[… 1100 0.2 0.3 
a21 a22 a231 1 0.25 100 0.3 

a31 a32 a331 10.25 0.2 100 [:… |1001026j 
b21 b22 b231 = 110 100 2.61 

b31 b32 b33J L10 10 100川

各国におけるカレントアクセス量

[CAl CA2 CA3J [100 100 8J 

各国における輸出割当量

[ELl EL2 EL3J [2 7 5J 

このようなデータを用いて均衡解を求めると表 5-

1のような結果が得られる.

なお， n=3の上述の例が特殊な事例ではなく， よ

り一般的な場合にもモデルの均街解が得られることを

示すために，より複雑な n=5の場合の均衡解を求め

てみることとした.次のょっな数値例の場合 CIF価

格ベースでは表 5-2のような均衡解が得られる.

各国の需要関数

Dl=γ1-A lPD1=30-0.5PDl 

D2=γ2-A 2PD2=46-0. 7PD2 

D3ニ γ3-A 3PD3=64-0.9PD3 

D4= y 4-A 4PD4=80-1.2PD4 

Ds=γs-A sPDs=95-1.5PDs 

各国の供給関数

Sl=一 μ1+ヲlPSl= -3.0+3.5PSl 

S2ニー μ2+ヲ2PS2=-2.5+3.0PS2 

表 5-1 均衡解 (CIF価格ベース) 完全競争市場モデル

2 3 
第 1次税率市場

4.667 0.000 0.000 

0.000 12.333 7.000 
0.000 0.000 27.667 

4.667 12.333 34.667 

Dl= 4.667 PDl=11.333 PSl二 11.333

D2=12.333 PD2= 5.833 PS2= 5.833 
D3=34.667 PD3=15.333 PS3=15.333 

第l次税率市場

輸入量

第 1国 0.000 
第 2国 0.000 
第3国 7.000 

0.000 

0.000 
0.000 

0.000 

輸出量

0.000 

7.000 
0.000 

2 3 
第2次税率市場

0.000 0.000 

0.000 0.000 
0.000 0.000 

0.000 0.000 

SPl =0.000 ESPl =0.000 

SP2=0.000 ESP2=5.542 
SP3=0.000 ESP3=0.000 

カレントアクセス 輸出割当量

100.000 2.000 

100.000 7.000 

8.000 5.000 

81= 4.667 
S2=19.333 
S3=27.667 

51.667 
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83=一 μ3+ザ3P83=-3.5+2.5P83 

84二一 μ4+ヲ4P84二一2.0+1.5P84 

85=一 μ5+ヲsP8s=-1.0+0.5PS5 

ij国間の単位輸送費

T11 T12 T13 TI4 TI5I 1 0.0 0.5 1.1 1.5 2.0 

T21 TZl TZl T担 T~I I 0.5 0.0 0.6 1.0 1.4 

T且 T3! T33 T担 T~I = 11.1 0.6 0.0 0.4 0.9 

T41 T42 T唱 T4I T~I 11.5 1.0 0.4 0.0 0ふ

T51 T回 T53T訓 T副 L2.01.4 0.9 0.5 0.0 

1J国間の単位保険料
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回
ド

l国、，aJ
W

可

i

100 0.10 0.15 0.10 0.1 

0.15 100 0.20 0.10 0.10 

a31 a32印刷師I= I 0.15 0.15 100 0.15 0.15 

0.10 0.15 0.15 100 0.10 

0.10 0.10 0.20 0.15 100 

100 1.0 1.0 1.5 0.5 

1.0 100 1.5 1.0 0.5 

1.5 1.0 100 1.0 0.5 

1.5 1.5 1.0 100 1.0 

bIabbhi 

bJ I3! I33 I泊 b

bll b12 b13 b14 b15 

b21 b22 b盟 b担 b~

b31 b32 b担 b羽 b35

b41 b岨 b岨 b44b品

0.0 0.5 1.0 1.2 1.5 

0.5 0.0 0.4 0.9 1.3 

1.0 0.4 0.0 0.6 0.8 

1.2 0.9 0.6 0.0 0.5 

1.5 1.3 0.8 0.5 0.0 !日 I回!日 I臼 I:n

リ国間における第 1次税率

Ull 日12 a13 U14 a15 O.佃 O加 0.100.05 0.10 

U21 a盟 a田 α24 a25 0.10 0∞0.15 0.05 0.05 

U31 a担 a泊 a34 a器 0.10 0.10 O.曲 0.100.10 

U41 a42 a43 U判官45 0.05 0.10 0.10 0ω0.05 

α51 a招 a田 a54 a晶 0.05 O.田 0.150.10 O.伺

bS1 b52 b田 b泊 b田 L1.01.0 1.5 1.5 100 

各国におけるカレントアクセス量

[CA1 CA2 CA3 CA4 CAsJ [5.0 5.0 10.0 5.0 5.0J 

各国における輸出割当量

[ELl EL2 EL3 EL4 ELsJ [20 10 5 5 5J 

表 5-2 均衡解 (CIF価格ベース) 完全競争市場モデル

1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 
第l次税率市場 第2次税率市場

23.375 0.000 0.000 2.166 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 17.834 81 =43.375 

0.000 34.932 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 10.000 82 =44.932 
0.000 0.000 44.809 0.000 5.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 83ニ 49.809

0.000 0.000 0.000 42.352 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 84 =42.352 
0.000 0.000 0.000 0.000 14.792 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 85=14.792 

23.375 34.932 44.809 44.518 19.792 0.000 0.000 0.000 0.000 27.834 195.260 

Dl=23.375 PDl=13.250 P81=13.250 8Pl=0.000 E8Pl=11.821 
D2=34.932 PD2= 15.811 P82= 15.811 8P2ニ 0.000 E8P2=10.721 
D3ニ 44.809 PD3=21.324 P83=21.324 8P3=0.000 E8P3= 4.832 
D4=44.518 PD4=29.568 P84=29.568 8P4二 0.000 E8P4= 0.000 
Ds=47.626 PDs=31.583 P8s=31.583 8Ps= 1.4255 E8Ps= 0.000 

第1次税率市場
輸出量 カレントアクセス 輸出割当量

輸入量

第 1国 。 20 5 20 
第 2国 。 10 5 10 

第 3国 。 5 10 5 

第4国 2.166 。 5 5 
第 5国 5 。 5 5 
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6.寡占市場におけるモデルの展開

ここでは次のような前提条件の下で寡占市場モデル

を展開する.つまり各国市場における消費者は市場価

格を与件とし price-takerとして行動するが，各国の

産地は連合することなくそれぞれ単独で Nash型の

行動をする.そして川口・庄野(1997)の場合と同様

に，モデルを単純化するため，第 i固には NSi個の

全く同じ規模で全く同じ性格の独立した産地(企業)

が存在するものとし 全く同じ規模と性格の独立した

産地(企業)の均衡状態は全く同じものとする.また

各国の市場開の転送は行われないものとする.

第4節の定全競争市場モデル(すべての iについて

NSi=∞とした寡占市場モデルと形式的には同じ)と

上述のような前提条件の下での寡占市場モデルとの主

な相違点は，寡占市場モデルにおいては，市場価格

PDjと限界収入との間に次のような隔差が生じる点

である.つまり，第 i国のある産地(企業)の第 j国

市場における輸出品販売収入 Rijは， Dj三 Xij+XSij+

Eijなる記号を用いるものとして

Rij= PDj(Xij十XSij)= [ y / A j一(1/̂  j)Dj](Xij十XSij)

=[y μJ一(11̂  I)(Xij十日j十Eij)](Xij+XSij)

と表すことができる.ここで， Eijは第 i国のその産

地を除く全ての国のすべての産地からの第j国への供

給量を示す.したがって，求める限界収入は

d Rij/d Xij= dRi/dxSij 

= γ /Aん]一(は1/Aj)Dj一(1/ Aj)(x苅町1吋j+XS向1リj

=PDj一(は1/川/川Aj)(Xiリj+XSi向1詰j)

と表され，市場価格 PDjとの間には(1/Aj)(Xij十XSリ)

だけの隔差が生じることが分かる.この隔差は輸出 1

単位の増加で価格が(1/A j)だけ低下し，その価格低

下の影響が第 i国のその産地から第 j国への全輸出量

に及ぶためである. ここで第 i国の NSi個の産地の

均衡状態は全く等しいので，

Xij= Cl!NSi)Xij 

XSij= (l!NSi)XSij なる関係が成立し，

よって

dRij/δXij = d Ri/ d XSij 

=PDj一(l!NSiA J(Xij+XSij) なる

関係が成立する.

寡占市場モデルの均衡条件は，このような相違点に

関して，完全競争市場モデルの均衡条件(a)~(f)のうち

(c)と(ct)を次のように修正することによって得られる.

なお，第4節と同様に n=3の場合を例として説明す

る.

(c)第 i固から第 j国の第 1次税率市場への出荷量

Xij (カレントアクセス量 CAjが設定された市場への

出荷量)

限界収入 [PDj-(1/NSiAj)(Xij十XSij)]から複合

税Fけ仏j(PSi+Tij+Lj)，単位輸送費 Tij，単位保険

料 Ljおよびシャドウプライス SP/i手j)および ESPi

(i宇j)を差しヲlいた値，つまり当該市場へ出荷する場

合の第 i国の純限界収入(限界収入一単位取引費用)

が，限界費用 PSiを超えることはなく，純限界収入

がその限界費用 P8iより小さいならばXijはゼロであ

り， Xijが正となるのは両者が等しい場合である. こ

のことを計算に好都合な形の数式で表すと次のように

なる.ただし i=jの時には SPjおよび ESPiの項は

ないものとする.

PD/(1 +ぬj)-PSi-SP/(1 +αリ)-ESPj(1

+仏j)一 (Xij+XSij)/[NSi A j(1 +αij) ] 

孟Tij十Iij-ト戸i/(1+αij) 

[Tij+ Lj+ s i/(1 +αij)-PD/(1+αij) 

十PSi+(Xij+ XSij)/(NSiん(1+αij))

+SP/(1 +αij) + ESPj(1 +αij)]Xijニ O

(j=l， 2， 3 i=l， 2， 3) 

(d)第i固から第j国の第2次税率市場への出荷量XSij

限界収入 [PDj一(1/NSiAj)(Xij+XSij)]から複合

税 bij+aij(PSi十Tij+Lj)，単位輸送費 Tij，単位保険

料Liおよびシャドウプライス ESPi(i宇j)を差しヲ|い

た値，つまり当該市場へ出荷する場合の第 i国の純限

界収入(限界収入一単位取引費用)が，限界費用 PSi

を超えることはなく，純限界収入がその限界費用 PSi

より小さいならば XSijはゼロであり XSijが正とな

るのは両者が等しい場合である.このことを計算に好

都合な形の数式で表すと次のようになる.ただし，

i=jの時には ESPiの項はないものとする.

PD/(1 +aij) -PSi-ESP;/(1 +aij) -(XSij 

十Xij)/[NSiA j(l +aij)]孟Tij十Lj+bi/(l+aij) 

[Tij十Lj+bi/(l +aij)-PD/(l +aij)十PSi

+ (XSij+ Xij)/(NSi A j(1 +aij))+ ESP;/(1 

十aij)]XSij=O 

(j=l， 2， 3 i=l， 2， 3) 

寡占市場モデルの均樹条件を線形相補性問題として

定式化すると n=3の場合表 6-1のとおりである.
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LCPとして定式化された均衡条件(輸出割当がある場合)表 6-1
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表7-1-1 均衡解 (CIF価格ベース) 寡占市場モデル(1国複数産地)

2 3 
第 1次税率市場

4.308 0.000 0.000 

0.000 10.882 7.000 

0.000 0.000 25.538 

4.308 10.882 32.538 

Dl= 4.308 PDl=11.692 P81=10.615 
D2=10.882 PD2= 6.559 P82二 5.471
D3=32.538 PD3=15.865 P83=14.269 

第1次税率市場
輸出量

輸入量

第 1国 0.000 0.000 
第 2国 0.000 7.000 
第 3国 7.000 0.000 

0.000 
0.000 

0.000 

0.000 

2 3 
第2次税率市場

0.000 0.000 

0.000 0.000 

0.000 0.000 

0.000 0.000 

8Pl =0.000 E8Pl =0.000 

8P2=0.000 E8P2=6.117 

SP3=0.000 ESP3=0.000 

81= 4.308 

82=17.882 

83=25.538 

47.728 

カレントアクセス 輸出割当量 産地(企業)数

100.000 2.000 4 

100.000 7.000 5 

8.000 5.000 4 

表 7-1-2 均衡解 (CIF価格ベース) 寡占市場モデル (1国1産地)

2 3 
第 1次税率市場

3.000 0.000 1.000 
0.000 7.400 7.000 

0.000 0.000 20.500 

3.000 7.400 28.500 

Dl = 3.000 PDl =13.000 P81 =10.000 
D2二 7.400 PD2= 8.300 P82= 4.600 
D3=28.500 PD3=16.875 P83=11. 750 

第l次税率市場

輸入量

第 1国 0.000 
第 2国 0.000 
第 3国 8.000 

7.寡占市場モデルの適用例

第 5節の完全競争市場モデルの適用例の場合と同じ

n=3とn=5の事例について，寡占市場モデルの均衡

解を求めると，表 7-1-1，表 7-1-2，表 7-2-1，

及び表 7-2-2のような均衡解が得られる.表7-1-

1と表 7-1-2はそれぞれ n=3で 1国複数産地(企

0.000 
0.000 
0.000 

0.000 

輸出量

1.000 
7.000 
0.000 

2 3 
第 2次税率市場

0.000 0.000 
0.000 0.000 

0.000 0.000 

0.000 0.000 

SPl二 0.000 E8Pl =0.000 

SP2=0.000 E8P2=6.500 
SP3=0.375 E8P3=0.000 

カレントアクセス 輸出割当量

100.000 2.000 
100.000 7.000 

8.000 5.000 

81= 4.000 
82=14.400 
83=20.500 

38.900 

業)の場合と 1国1産地(企業)の場合の均衡解を示

している.同様に表 7-2-1と表 7-2-2は n=5で

1国複数産地の場合と 1国1産地の場合の均衡解を示

している.
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表 7-2-1 均衡解 (CIF価格ベース) 寡占市場モデル (1国複数産地)

1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 
第 1次税率市場 第 2次税率市場

19.179 0.000 0.000 2.302 0.000 0.000 0.000 0.000 4.935 12.763 8， =39.179 
0.000 27.500 0.000 2.699 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 7.302 82二 37.501

0.000 0.000 39.064 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 5.000 83 =44.064 
0.000 0.000 0.000 31.446 5.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 84=36.446 
0.000 0.000 0.000 0.000 14.746 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 85=14.746 

19.179 27.500 39.064 36.447 19.746 0.000 0.000 0.000 4.935 25.065 171.936 

D， =19.179 PD， =21.641 PS， =12.051 Sp，二0.000 ESP，=12.948 
D2=27.500 PD2=26.429 PS2=13.333 SP2=0.000 ESP2=13.700 

D3=39.064 PD3=27.707 PS3=19.026 SP3=0.000 ESP3= 8.458 
D4=41.382 PD4=32.182 PS4=25.631 SP4=1.238 ESP4= 2.332 

D5=44.811 PD5二33.459 PS5=31.493 SP5=2.332 ESP5= 0.000 

第l次税率市場
輸出量 カレントアクセス 輸出割当量 産地(企業)数

輸入量

第 1国 0.000 20.000 5.000 20.000 4 
第 2国 0.000 10.000 5.000 10.000 3 
第 3国 0.000 5.000 10.000 5.000 5 
第 4国 5.000 5.000 5.000 5.000 4 

第 5国 5.000 0.000 5.000 5.000 5 

表 7-2-2 均衡解 (CIF価格ベース) 寡占市場モデル(1国 1産地)

1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 
第 1次税率市場 第 2次税率市場

12.463 3.246 4.429 2.268 0.000 0.000 0.000 0.000 2.580 7.477 81二 32.463

0.008 17.838 1.843 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 2.871 5.278 82=27.838 

0.000 0.000 22.993 1.447 0.404 0.000 0.000 0.000 0.000 3.149 83=27.993 

0.000 0.000 0.404 22.839 4.596 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 84=27.839 

0.000 0.000 0.000 1.285 13.448 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 85=14.733 

12.471 21.084 29.669 27.839 18.448 0.000 0.000 0.000 5.451 15.904 130.866 

Dl=12.471 PD，二35.058 PS1=10.132 SP，=O.OOO ESPl=19.269 

D2二21.084 PD2=35.595 PS2= 10.113 SP2=0.000 ESP2=22.319 

D3=29.669 PD3=38.146 PS3=12.597 SP3=0.000 ESP3=21.121 
D4=33.290 PD4=38.925 PS4=19.893 SP4=1.142 ESP4= 14.215 

D5=34.352 PD5=40.431 PS5=31.466 SP5=1.215 ESP5= 0.000 

第l次税率市場
輸出量 カレントアクセス 輸出割当量

輸入量

第 1国 0.008 20.000 5.000 20.000 

第 2国 3.246 10.000 5.000 10.000 

第 3国 6.676 5.000 10.000 5.000 

第 4国 5.000 5.000 5.000 5.000 

第 5国 5.000 1.285 5.000 5.000 

一
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8.最低輸出価格の導入のしかたと
その適用例

完全競争市場モデルへ最低輸出価格を導入するため

には次のようにすればよい.ただし，この場合産地価

格と輸出価格は等しいものと仮定する.第 1に，第 i

国 (i=l，2，・・・， n以下同様)の最低輸出価格を定

数 PSMiで表す.もし最低輸出価格が設定されない

場合にはその値をゼロとすればよい.第 2に，第 i同

の産地価格を表す変数 PSiをPSi三 PSMi+PSDiで

置き換える.非負の新たな変数 PSDiは産地価格と最

低輸出価格との差を表し， PSDi>Oの時 PSi>PSMi，

PSDi=Oの時 PSi=PSMiとなる.そして PSi=PSMi

の時の第 i国の供給量は， (-f1 i + r; iPSMi) >0が成

立する場合には，価格を縦軸にすると同じ価格 PSMi

に対して供給量がゼロから (-μi+r;iPSMi)まで変化

する水平な線分上にあればよいことになる.第 3に，

表 4-2の均衡条件の変数列ベクトル Pを

P=q+qo 。
。

PSDl PSMl 

P = I PS2 I q = PSD2 qo = PSM2 

PSDn PSMn 。

O 

qoのPSM1，PSM2，・・・， PSMn以外のすべての

要素はゼロである.

というように新たな非負変数列ベクトル qと定数列

ベクトル qoに分割する.

最後に，表4-2の均衡条件を最低輸出価格の導入

に対応して次のように修正する.

W+(-A)q=(B十Aqo)，WTq =0， W孟0，qミ三O

表 8ー 1 均衡解 (CIF価格ベース) 完全競争市場モデル

ーある一定量までの供給が最低輸出価格でなされる場合一

1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 

第 1次税率市場 第2次税率市場

22.500 0.000 0.000 2.367 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 17.633 81 =42.500 

0.000 34.100 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 10.000 82=44.100 
0.000 0.000 44.809 0.000 5.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 83=49.809 

0.000 0.000 0.000 42.240 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 84=42.240 

0.000 0.000 0.000 0.000 14.842 I 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 85=14.842 

型 34.100 叫叫 607 19.842l 川 0.000 0.000 0.000 27.633 193.491 

D1二 22.500 PDl =15.000 PSl =15.000 SPl =0.000 ESPl =9.909 

D2=34.100 PD2=17.000 PS2=17.000 SP2=0.000 ESP2=9.514 

D3=44.809 PD3二 21.324 PS3= 21.324 SP3=0.000 ESP3二 4.873

D4=44.607 PD4=29.494 PS4= 29.494 SP4=0.000 ESP4 =0.000 

D5=47.475 PD5二 31.684 PS5=31.684 SP5=1.485 ESP5二 0.000

第1次税率市場
輸出量 カレントアクセス 輸出割当量 最低輸出価格

輸入量

第 1国 0.000 20.000 5.000 20.000 15.000 

第2国 0.000 10.000 5.000 10.000 17.000 

第3国 0.000 5.000 10.000 5.000 19.000 

第4国 2.367 0.000 5.000 5.000 22.000 

第5国 5.000 0.000 5.000 5.000 25.000 
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この新たな均衡条件を満たす諸変数の値を求めれば最

低輸出価格を導入した時の均衡解が得られる.ただし計

算結果の解釈に際しては PSi三 PSMi+PSDiなる関

係を利用する必要がある.そして PSDi二Oに対応する

PSi=PSMiの場合には，第 i国の出荷総量(供給量)

は上述の水平な線分上にあればよい点に注意すべきであ

ろう.ついでながら， PSiをPSi三 PSMi+PSDiで置き

換える上述の手法は，供給関数(逆限界費用関数)を

水平な純分と右ヒがりの線分からなる折れ線で近似する

ための実用的な手法として，完全競争市場モデルの場合

に限らず広く応用しうることを述べておきたい.

第 5節における完全競争市場 (CIF価格ベース)の

n=5の事例に次のような最低輸出価格を導入した場合，

その均衡解を求めると表 8-1に示すとおりである.

各国における最低輸出価格

[PSMl PSM2 PS}13 PSM4 PSM5J = [15 17 19 22 25J 

9.本研究の合意と今後の課題

現実の複雑な関税システムを伴う完全競争市場およ

び 1国複数産地(企業)の寡占市場の下で.各国への

輸出割当が各市場への各国の生産物の出荷，各市場に

おける価格形成にどのような影響を与えるかを静学的

かつ計量的に分析するための一つの分析手法を本稿で

提示することができた.また完全競争市場の場合には，

何らかの協定により最低輸出価格がさらに設定される

場合のモデルをも提示することができた.本稿で提示

したモデルは現実の複雑な国際貿易に関する市場分析

を行う上での第一歩にすぎないが，本稿の課題の説明

から推察されるように 多くの応用分野をもつものと

考えられる.また，庄野・川口 (1999b)で述べられ

た今後の課題は本稿のモデルにもそのまま当てはまる.
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Summary 

Shono and Kawaguchi (1999a， b) present spatial equilibrium models of both perfectly 

competitive and oligopolistic international trade under real tariff quota system with spe-

cific duties and ad valorem duties. But those models can not deal with export quota 

system and the minimum export prices system in international commodity agreement 

such as International Coffee Agreement. Also those models can not deal with 

oligopolistic international trade with two or more suppliers (firms) in each country. 

In this paper， we generalize those models to take export quota system and the mini-

mum export prices system into consideration， and to take oligopolistic international 

trade with two or more suppliers (firms) in each country into consideration. Generali-

zation for the mlmmum export prices system is made only for perfectly competitive 

case. We present simple examples of the generalized models， and solve the example 

problems to get equilibrium solutions. Implications of this paper and problems to be 

solved in the future are summarized in the last section of this paper. 


